
20 類 

20 類 １．「気密容器」の解釈について 

  

 関税率表第 20 類に規定する「気密容器」の解釈については、第 16 類１．「「気密容器」の解釈

について」の規定を準用する。 

 

 

20.02 項～20.05 項又は 20.08 項 １．釜飯の素（具と調味液から成る調製食料品）の関税分類

について  

 

「釜飯の素」は、野菜等を混合した具（固形状のもの）及び調味液から成る物品であり、炊飯

時に米に加えて、釜飯を作るために用いられるものである。 

調味液の全重量に占める割合が具より多いものであっても、具をある程度含有している場合は、

風味が主に具により与えられることに鑑み、原則として具に特性があると認め、具のうち最大重

量のものが属する項に分類する。 

具が野菜ときのこの場合、属する項が異なることとなる。具体的には、例えば次のようなもの

がある。 

（１）下処理したにんじん、ひらたけ、えのき、きくらげ、しめじ、しいたけ及びまつたけを

調味液と共に袋詰めし、加熱殺菌したもの。 

（成分割合）にんじん 10.0% しめじ         3.0% 

          ひらたけ  7.0% しいたけ       1.5% 

           えのき         5.0% まつたけ       1.5% 

           きくらげ  5.0% 調味液       67.0% 

     （１袋当たりの重量）400 グラム（気密容器入りでないもの） 

分類：具のうち最大重量を占めるきのこの調製品として第 20.03 項に分類する。 

（２）下処理したたけのこ、にんじん、せり、れんこん、ひめたけ、きくらげ及びわらびを調

味液と共に袋詰めし、加熱殺菌したもの。 

（成分割合）たけのこ 12.0% ひめたけ       4.0% 

           にんじん  5.0% きくらげ       2.5% 

               せり          4.0% わらび        2.5% 

               れんこん  4.0% 調味液       66.0% 

     （１袋当たりの重量）400 グラム（気密容器入りでないもの） 

分類：具のうち最大重量を占める野菜の調製品として第 20.05 項に分類する。 
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20.04 項 １．あん類の分類について  

 

１．対象となる物品の範囲  

あずきその他の豆（野菜として分類されるものに限る。例えば、青えんどう）を煮たもの及

び砂糖その他の糖類を主体とする粒あん、練あん、しるこ粉末等のあん類。  

２．取扱い  

（１）乾燥全重量に対する砂糖その他の含有糖類の割合が 70％以下のあん類は原則として第

20.04 項又は第 20.05 項に分類する。  

（２）上記以外のあん類については、第 21.06 項に分類する。  

 

 

2005.99 １．にんにくの粉  

 

にんにくを単に粉砕し、乾燥したものは、乾燥野菜として第 0712.90 号に分類され、凝固防止

剤（高級脂肪酸の塩等）の添加等の調製をしたものが、この号に分類される。 

  

 

20.07 項又は 20.08 項 １．関税率表第 20.07 項に規定する「フルーツピューレー及びフルーツ

ペースト」、第 20.08 項に規定する「パルプ状のもの」の解釈について  

 

１．「フルーツピューレー」の解釈  

フルーツピューレとは、果実を粉砕し、あみ目２mm 程度以下のスクリーンを有するパルパー

で裏ごししたもので、液状又は流動性のあるものをいう。  

２．「フルーツペースト」の解釈  

フルーツペーストとは、フルーツピューレーから水分を除去し、固形又は固形状としたもの

をいう。  

３．「パルプ状のもの」の解釈  

パルプ状のものとは、果実を粉砕し、あみ目 2mm 程度以上のスクリーンを有するパルパーで

裏ごししたもので、フルーツピューレーより裏ごしの度が低く、繊維質が肉眼で確認できるほ

ど粗いものをいう。  

４．フルーツピューレー、フルーツペースト、パルプ状にこれら以外のもの（例えばセグメント

等）が加えられたもので、加えられた物品の重量が 30％未満のもの又は 30％以上のものでその

特性が変化していないもの若しくは容易に除去可能とみられるものは、混合前のものとみなす。  

 



20 類 

 

20.08 項 １．かんしょ及びさといもの調製品の取り扱いについて  

 

（１）本品は、第 20.08 項に分類する。  

（２）その理由は、  

イ 「野菜」という語は第７類においてさといも、ヤム芋及びかんしょ（さつまいも）を含

まない。第 20 類においても同義に解釈されるべきであり、第 20 類の注３及び注１（ａ）

において「野菜」の範囲は拡大されない。  

ロ 第 20 類の注３における“as the case may be”という表現により、第 20.04 項及び第

20.05 項には「野菜」のみが分類され、第 20.01 項には野菜、果実、ナットその他食用の

植物の部分が分類されると解釈される。この場合、かんしょ及びさといもは、第 20.06 項

の関税率表解説にもあるとおり食用の植物の部分と解釈する。  

 

 

2008.20 １．気密容器入りのパイナップルに関する CODEX 規格について  

 

関税率表第 2008.20 号に規定する気密容器入りのパイナップルで、「細片にし又は破砕したも

の」とは、パイナップル缶詰(Canned pineapple)の CODEX 規格の定義 1.3.12 に定める「破砕又は

細片」(Crushed or Crisp Cut)に該当するものとして取り扱って差し支えない。  
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2008.97 １．ミックスドフルーツ等  

 

二種以上の果実から成る調製品（一の果実の含有量が全重量の 50％を超えるものを除く。）で、

次の要件を満たすものを関税率表第 20.08 項に属する「ミックスドフルーツ、フルーツサラダ及

びフルーツカクテル」として取り扱う。  

イ 当該果実の大部分が液果（奨果）であること。  

ロ 調味をしてないもの又は単に甘味を付けたものであること。  

ハ 果実の形状がその種類によりおおむね下表に揚げる形状のものであること。  

 

果実の種類  果実の形状  

桃及びなし  二つ割り、四つ割り、スライス又はさいの目形  

パイナップル  くさび形又はさいの目形  

りんご  くさび形、スライス又はさいの目形  

びわ  二つ割り又は個々の粒  

あんず  二つ割り  

かんきつ類  個々のふくろ  

ぶどう  個々の粒  

さくらんぼ  個々の粒、二つ割り又は四つ割り  

その他の果実  均等な断片 

  

 

2008.99 １．かんしょ（単に蒸気又は水煮による加熱調理をした後、乾燥したもので、全形のも

の及び断片状のものに限る。）  

 

輸出統計品目表第 2008.99 号（統計細分 031）に掲げる「単に蒸気又は水煮による加熱調理を

した後、乾燥したもので、全形のもの及び断片状のもの」及び輸入統計品目表第 2008.99 号（統

計細分 251）に掲げる「かんしよ（単に蒸気又は水煮による加熱調理をした後、乾燥したもので、

全形のもの及び断片状のものに限る。）」は、いわゆる干しいものことで、蒸切干し、乾燥いもと

も呼ばれる。調味料を一切用いず、かんしょをそのまま蒸す又は水煮した後、熱いうちに剥皮し、

剥皮後、冷めてから 0.5cm～１cm 厚にスライスし、天日又は機械により数日間乾燥させたもので

ある。  

いもが小さい場合には、スライスせずに乾燥させる場合もある。また、スライス後、さらに細

断される場合もある。  

製品は、弾力があり、品質によって上物は飴（べっこう）色に透き通り艶がある。中物はべっ

こう色からダークグレイ。下物は黒又は灰色を呈する。又、表面に白く粉（麦芽糖）が吹いてい

る場合がある。  
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20.09 項 １．くえん酸等を添加した果汁の取扱いについて  

 

くえん酸等を添加した果汁で、当該製品中の酸の総量が次に掲げる基準値を超えるものは、果

汁の本来の性格が失われたものとして、関税率表第 20.09 項には分類しないこととする。  

果汁の種類 基準値（製品 100g 中の総酸量） 

ぶどう果汁（ブリックス 68 度）  酒石酸として 10.4g  

りんご果汁（ブリックス 58 度）  りんご酸として 7.3g  

バレンシアオレンジ果汁（ブリックス 65 度） くえん酸として 15.9g  

（注）濃度が上記以外のものは、比例計算により基準値を求める。  

バレンシアオレンジ果汁（ブリックス 60 度）の場合：  

14.7g（15.9g×60／65＝14.7g）  
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2009.90 １．混合ジュース 

 

 関税率表第 2009.90 号において、果汁、野菜ジュース及びその他のもの（ココナッツウォータ

ー）のうち２種類以上のものから成るものについては、次のとおり分類する。 

① 果汁が最大の重量を占めるものは、同表第 2009.90 号－１「果汁を主成分とするもの」に

分類する。 

② 野菜ジュースが最大の重量を占めるものは、同表第 2009.90 号－２「野菜ジュースを主成

分とするもの」に分類する。 

③ その他のもの（ココナッツウォーター）が最大の重量を占めるものは、同表第 2009.90 号

－３「その他のもの」に分類する。 

最大の重量を占めるものの決定において、複数の果汁又は野菜ジュースから成るものについて

は、同じ種類のものを合計するものとする。 

なお、果汁、野菜ジュース及びその他のもの（ココナッツウォーター）のうち最大重量を占め

るものが２種類以上ある場合には、等しく考慮に値する税細分のうち数字上の配列において最後

となる細分に分類する。 

具体例は以下のとおり。 

 

例１：りんご果汁 50％及びにんじんジュース 50％から成るもの 

果汁及び野菜ジュースを 50％ずつ含有し、最大の重量を占めるものが２種類あるため、等

しく考慮に値する税細分のうち数字上の配列において最後となる同表第2009.90 号－２に分

類する。 

例２：みかん果汁 30％、りんご果汁 30％及びほうれんそうジュース 40％から成るもの 

果汁が合計 60％となるため、果汁が最大の重量を占めるものとして同表第 2009.90 号－１

に分類する。 

例３：レモン果汁 48％、にんじんジュース 48％及びココナッツウォーター４％から成るもの 

果汁及び野菜ジュースを 48％ずつ含有し、最大の重量を占めるものが２種類あるため、等

しく考慮に値する税細分のうち数字上の配列において最後となる同表第2009.90 号－２に分

類する。 


